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Roskam　（1960） やvan　Thiel　d　al．　（1960，　1962）

は，オ ランダにおいて Anisakis 属の幼線虫 による人体

感染症例を報告したが，これとほぼ時を同じくして，わ

が国において も消化管におけ る好酸球性肉芽腫を主病変

とす る同様 の人体症例が次 々と報告され （大鶴ら，　1957，1965　

；　横川ら，　1963，　1965　；　西村，　1965　；　Asami　d　沚 ，1965）

等，注目を浴びるにいたってい る．

こ うした 本邦人におけ る消化器 の好酸 球性 肉芽 腫症は，

Anisakis 属の幼虫の感染によってひき起されるの で あ

ろ うと言 うのが，現在 では妥当 な推論 となっているが，

病巣 部より検出された幼虫 体，ない しは横断 切片像から

は，よしそれが Anisakis 属に 属する線虫 であるにせよ，

その種までの決定は現在 のところ不可能に近 い．そこで

著者らは，そ うした原因種を推定する一つの手段として，

日本近海の主要な海産哺乳類について，　Anisakis 類 の

寄生状況を調査し，採取虫体につき種の決定を行った・

けだし，海産哺乳類は Anisakis 属線虫の終宿主である

と ともに，人 もまた，これら の海産哺 乳類 と同様匕共通

の感染源，すなわち ，同属幼虫寄生 の各種海産 魚類を摂

食す ると推定 され るからであ る．

調査材料

調査の対 象となった海産 哺乳動物 は，主 として日本近

海 で捕獲されたもので，下 記の様にイルカ類を主 体とし，

若 干の鯨類，鯔脚類をふくんだ．

カ 小り 宮　義丿 孝

1．スジイ ルカ Stenella　caぴuleo－alba　（Meyen，　1833）1965

年10 月から11 月に かけ て相模湾内 の富戸並びに

川奈港で捕獲 されたスジイルカ290 頭， 翌1966 年12 月

に捕獲された もの121 頭，合計411 頭 ．

2． ネズミイルカ朽z・ocaena 　／＞／zocaewa（Linnaeus，　1758）

お よびイ シイ ルカ ？加 coenoides　dalli　（True，　1885）

共に1966 年6 ～7 月中に ， ベ ーリング海（北緯53 ～58

度，西経165 ～179 度）で捕 獲されたもので， 検査頭

数は ネズミイ ルカ28 頭 ，イシイ ルカ132 頭であった・3

．　そ の他

上記3 種 のイルカ類以 外の哺 乳動 物のAnisakis 類 は，

鯨類 研究所 の大村 秀雄博士に よって分与された ものであ

り，すべてホルマ リン固定標本として保存し てあ った も

のである．即ち，静岡県安良里港で1965 年10 月に捕 獲

されたシ ワハイルカ Steno　bredanensis　（Lesson，　1828）

およびシ オゴソ ドウ Globicephale　scammoni 　（Copel，1869）

各1 頭，　1965年9 月，太平洋中部 （北 緯41 度35

分，東経144 度35 分）お よび 北海道沿 岸で 捕獲された2

頭 のマッコウクジラ ？力yseter　catodo夕t　（Linnaeus，1758）

更に1966 年9 月捕獲さ れたオッ トセイ Callorhinusursinus

　（Linnaeus，　1758）　1頭（捕獲地 不明）か ら え

ら れた ものであ る．

検査方 法

スジイルカ，イシイ ルカ， ネズミイ ルカにつ いての調

本研究は文部省科学研究費 の補助を受け た．記して謝意を 表す る．
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査では，水揚地におい て解体さ れたイル カにつ き直ちに

そ の冐部を 精査し，こ れに寄生す るy1が sakis 属 の成虫

お よび幼虫を全部採取し，それぞれイル カ1 個当 りの虫

体数を 記録した ．

採取虫体は，生理食塩水で洗滌し，実験室に持参した

後，10 ％ フ ォルマリン，または70 ％ 熱アルコ ールで固

定した ．

体表の紋理や乳頭の構造に ついては，固定後虫体をラ

クトフェノ ールに よって透徹したものについて鏡検，観

察した．頭部におけ る口唇の構造や 尾端におけ る肛門後

乳頭 の排 列状況を観察する場合 は，当該部分を鋭利なカ

ミソリの刃を用い て切断 し，こ れを ホ ールオブジェ クト

内に ラ クトフェノールの一滴 と共にお き，方向を定 めて

鏡検した ．また，成虫 体におげ る胃部や交接 剌の構造を

詳細に観察す る場合には，こ れら の構造物を分離針を用

いててい ねいに虫体外に分離し，鏡検した．

成　　　績

1．　イルカ類におけるAnisakis 類の感染状況

1） スジイルカにおける寄生率

スジイルカの胃における Anisakis属幼・成虫の寄生

率は，第1 表にしめすように，総計411 頭中254 頭，す

なわち61．8％であった．いまこれを1965，　1966年の両

捕獲年度別にみるに，　1965年にはその感染率は10 月か

らU 月に行われた5 回の調査時において，何れも60％

以上（60％～100％）の高率をしめし，平均73．4＾（213／290）

の寄生率であったのに対して，　1966年度のそれで

は，　33．9％　（41／121）と前年よりはるかに寄生率が低か

った（第1 表）．

て2 隻 の幼虫 体が発見 されたにす ぎなかった ．以上 より

す れば ，スジイルカに おける Anisakis 属の固有寄生 部

位は第1 胃と考え られる．

スジイ ルカ1 頭当 りの Anisakis 寄生数 を み る に ，1965

年度捕獲 のものにおい ては，11 月27 日調査 のもの

をみると，寄生をみとめたイ ルカ139 頭につき，1 ～9

隻 の寄生をみた もの128 頭（92．1％），　10～99 隻寄生 の

も の8 頭（5．8％），　100隻以上 寄生の ものは3 頭（2．2

％）であった ．一方，　1966年度捕獲の ものにあっては，41

頭の全てが9 隻以下の寄生で，イルカI 頭当 りの平均

寄生密度は前年度のそれより もはるかに小さく，両年度

におけ る感 染率の比 が第1 表よ り大略2 ：1（213／290：41／121）

であ ったのに対 して，寄生 密度比では7 ：2（1・027／139：80／41）

であ った（第2 表）．

第2 表　スジイルカにおける Anisakis 属線虫の寄生数

寄生を認 めた イルカ数お よびその百分比
虫体数　　　　　1965 年度　　　　　　　1966 年 度

1～910
～99100
～

計

128　（　92．1％
8（　5 ．8％
8（92 ．1％ ）8
（　5 ．8％ ）3

（　2 ．2％ ）

139

41（100 ．0％ ）0

0

41

次に採集虫体につき，その体長別の分布を見るに，卜

ま，体長を30mm 以下 ，31～50　mm，　51　mm 以上の3

種の階層に区分した場合，　1965年度におけ る採取虫体

の体長は， 第3 表にみる ように，　30　mm 以下の幼虫形

態をなすも のが約半数をしめたが，　51　mm 以上， すな

わち成虫に属すると 考えられるもの昿　26．0％ で あ っ

た一一方，翌 年度の ものでは，前記30mm 以下 の幼虫

期のものが全虫数の85 ．0％ となっており，　51　mm以上

のものはわずかに3．7％ にす ぎなかった（ 第3 表 ）．

第3 表　スジイルカにおけ るy1が sakis　U線 虫の

体長別分布

。　　　 採 取 虫 体 数 お よ び そ の 百 分比
虫 休 の 体長　　　　1965 年 度　　　1966 年 度

－－－＝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　XIW－＝
51mm 以上31
～50　mm30mm

以下

計

267
214
546

1，027

26．0％20
，8％53．2％

3 （　3 ，7％ ）9　（　11．3％）68　（　85．0％）i

㎜㎜80

2） ネズ ミイルカおよびイシイルカにおけ る寄生 率

ネズ ミイルカおよびイシイルカにおける Anisakis 属

線虫の寄生 率は第1 表に しめしたとおりであ る．すなわ

第1 表 日本近海産イルカ類の Anisakis属線虫感染調査

調 査 町 』 で‰ ヤ 大甘 溜？イヽヵ回 い珊

ス ジ イ ル カ

1965 年10 月13 囗1965

年10 月25 日1965

年11 月　ID1965

年11 月　6日1965

年11 月24 日1965

年11 日27 日

小　　　　計

1966 年12 月2 日

総　　　　計

4
15
10
52
15

194
290
121
411

4（100 ．0）9
（60 ．0）9
（90 ．0）43（　82．7）9

（60 ．0）139（　71．6）213（　73．4）

富戸（ 伊 豆 半 島 ）

／／

／／

／／

／／
川 奈（伊豆半島）

41（　33．9）川 奈（伊豆半島）254（　61．8）

ネズミイルカ

1966年6月～7月　　28　　9（　32．1）　ベ ーリング海

イシイ ルカ

1966～6月～7月　132　　11（　8．7）　ベ ーリン グ海

（　26　）



た ，

虫 体の体長 別の分布は，第4 表にしめされるよ うに ，

両 種イルカとも 最 も頻度の高かった 体長階層は31 ～50mm

で， 全虫体数の約半数をしめ，　i51　mm以上の成虫

に属するも のは， イシイル カでは20．4％， ネズミ イル

カでは6．2　％となっている（第4 表 ）．

第4 表　イシイルカ・ネ ズミイル カに寄生する Anisakis

属線虫の体長別分布

虫体の体長　　 イ シイ ルカ（9 頭） ネズミイ ルカ（5 頭）

51mm 以 上31
～50　mm30mm

以下

計

185　（　20．4％）
467　（　51．6％）
253 （28 ．0％）J

＝7－＝＝㎜■
905 （100．0％）

29 （　6 ．2％ ）266

（56 ．8％ ）173　（　37．0％）

468 （100．0％）

－

一 一㎜ ■㎜ 　 ㎜ 　 　 　 ㎜ ㎜

一 一 一

・ － 四 － ＝ －

3） 多数寄生 例におけ る胃部の肉眼的変化

100 隻以上 の虫 体の寄生を みたスジイルカ（3 頭 ），イ

シイルカお よび ネズ ミイルカ（各1 頭 ）に おけ る胃部の

共 通的 な肉眼的病理所見として第1 胃胃壁の全体的な肥

厚と，腫瘤の形成がみとめられた ．腫瘤 の中央には頭部

を 穿入させた多 数の成・幼虫体をみ，そ の穿入部は潰瘍

を形成し，凝血の附着を認めた（写真1 ）・

2． 調査哺乳類にみら れたy1が sakis 属の種類

1） 検出虫種 とそ の形 態学的 特徴

本調査におい て，上記3 種のイル カ類およびその他の

哺乳類から見出されたy1が sakis　Jgjの種類は，その成虫

におけ る形態よ り判断して，　Anisakis　simplex【Rudo 】－phi，　1809）　Baylis，　1920，

　Anisakis 　yLかica 　（Siesing，1861）　Baylis，　1920，

　Anisakis　physeteris　Baylis，　1923

の3 種，また幼虫 での形態 から はBer 】and　（1961）のい

う第1 型お よび第n 型 と同定さ れた ．これら の種の形態

学的 な観察結果に つい ては，篇を改 めて発表する予定 で

あ るので，ここでは上記3 種の Anisakis 成虫につい て，

著者らが採択した鑑別点の主なものを簡単に表示するに

これらの虫体はそのほとんどがイルカ の第1 胃から見

出さ れた ものであ り，第2 胃からは1 頭 のイ ルカにおい

429

10　　CM

写｜V　1．　Anisakis多数寄生例における腫瘤の形成

（スジイルカ第1 胃）

とどめておく（第5 表）・

2） 調査各哺乳類に寄生 する 山 心 ぶ心 の種類

今回 ，わ れわれがおこ なった各檢 哺乳動物の胃 部につ

い ての調査では，　Anisakis属以外 の線虫 は 見出さ れな

かっ た．

Anisakis 属線虫につい ては， そ の幼虫 形態の うち，

Anisakis 　l型幼虫 は， 今回 調査した 全ての種類の哺乳

動物から見出され，きわめ て広汎 な浸淫を みたが，同U

型幼虫は，主 としてマ ッコウクジラから見出された ．但

し，稀に スジイル カにおい ても，ある群によってはこ れ

が認めら れる場合があ った ．

また，成虫に つい ては， 上 述の如くj ．琵明りlex，　A－

／かたa，　A．　pkys・吻 パs の3 種が認 められたが， そ の う

ち　A．　simplexは イル カ類（ シワハイルカ， スジイル

カ，イシイルカ，ネ ズミイル カ，シ オゴソドウ）の全て

に その寄生が見られ，とくに スジイルカではその寄生数

ち， ネズミイル カにおけ る 寄生 率は32 ．1％（9／28）， ま

た， イシイル カにおけ るそ れは8．7％　（11／132）で あ っ・

第5 表　各種哺乳類から見出さ れたAnisakis 類の主な形態的差 異

種

一 一

名 成 虫 の 人 き さ 胃 部 の 形 状
肛門後乳
頭数（ 対）

陰門 の位置

A．　simplexy1
．ぴがCα

A．　physeteバS

65　mm90　mm

100　mm

体　　 色

黄　白　色
黄　白　色
淡褐色もし
くは褐色

長　方　形
長　方　形

ほ y 正 方 形

7 ＊106

＊

左右交接 刺

の長さ の比
一

1：1 ．5
1：2 ．9

短く． 殆ど等長

60％40
％30

％

＊うち1 対は重複乳頭 ＊＊　頭端一 陰門長

体 長

（　27　）



430

各種海産哺乳動物よ り現在まで報告されてい るAnisakis 類と
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ト ド

ア シ カ

ミナ ミ ア メ リ カオ ッ ト セ イ

オ タ リ ア

セ イ ウチ

ヒ ョ ウ ア ザ ラ シ
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小甲殻 類
オキ アミ類
オキア ミ・魚類
オキア ミ・魚類
浮游性甲殻類
オキア ミ・魚類
イカ類・底壓魚
イカ類
イカ類・底梭魚
イカ類・その他
？

イカ類・氏壓魚
イカ類・その他
戉棲魚

泥 中の魚類
？

群 游魚
？

イ カ類

イカ類・魚類
群游魚

イカ類・魚類
？
？

ニシン・タラ
イカ類・群游魚
イカ類・群游魚
イカ類・群游魚
魚類・ イカ類
イカ類

範囲広い
．主として 魚

軟体動物・魚類
？
？

二枚貝
ペンギン・その他

イカ・タコ・魚・二枚貝
？
？

魚類
？
？

＆　Hassall　（1869），　Baylis　（1932），　Johnston　＆　Mawson

．が多 かった，　また，　A．　typicaはスジイルカ及び イシイ

ノレカにお いて認 められたが， スジイルカでは，　A．　simp・－ja

よりも寄生個体数がやや少なく， 特にそれぞ れの群1

こよってかな りの差があ るようであった ．

j4・かs 汕り・jsは，マッ コウクジ ラからのみ認められ，

そ の他からは全く見出されなかった．

考　　　 察

（1945），

海産哺乳動物における Anisakis 属線虫の寄生につい

ては， はじめJogerskiold　（1894），　Stiles　＆　Hassall（1899）

等に より，　Ascαパs 属 とし て報 告 さ れ た が，Baylis　（1920）

に よる本属線虫に 関する分類学的 ・形 態

学的基盤の確立を みて以来，　Baylis　（1932），　Johnston＆　Mawson　（1945），　Dollfus　（1948），　Margolis　（1954）

等，多数 の報告が なさ れた ．しかし， 日本近海産 の哺 乳

類については，わずかにYamaguti　（1941，　1942），菊

（　28　）
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棲　　 息　　 地　　 及　　び　　 推　　 定　　 棲　　 息　　 数＊＊

北 太 平 洋　 南 太 平 洋　 北 大 西 洋　 南 大 西 洋　 南 極 北 極 モ　 の　 恠

1，000
1，000～1，5001，000

20，000
5，000～7，00015

，000
70，000～100，000

＋
＋

＋

1，500～3，000

＋

150，000～200 ，000
＋
＋
＋

30，000～50，000

＋
＋

3，000～5，00050，000

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋
＋

＋

100

500

50 ，000～7 ，

＋1，0005，000

＋

ナ

＋
＋

＋

30

000

000

＋

＋

＋

＋

50 ，000

＋

＋

＋

（10，000－20 ，000）

＋

＋

＋

＋

十

十

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

十

十

20 ，000～30，000
＋

50，000
10，000～15，000

？

●

？

＋

1，000～3，0005
，000～10，000

ガ ンジス河
アマゾン河
インド洋
インド洋

イ

イ

イ

イ

ソ

ソ

ソ

ソ

ド 洋

ド洋

ド 洋

ド 洋

一 一

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

十

十

100，000～200 ，000

380，000～660，000

＋

＋

＋

カ ス ピ 海

Dollfus　（1948），　Margolis　（1954）の報文に よる．

池ら（1967） の報告があ るのみであ る．

そ こで ，これら文献上に みる Anisakis 属線虫 の種と

そ の終宿主につい ての記録を まとめて表示 すれば第6 表

の如くなる．この表に は更に それら哺 乳類 の棲息域 ，推

定 棲息数及び主 な食性に つい ての記載（西脇，　1965に よ

る）を掲げ てある・

この表によると， 鯨類に おい てはj ．　simplex，　A・

りゆica，お よび A．　physeterisがその主要な寄生種と考

えられ（註1），一方， 鰭脚類に おい ては ， 例 外的に トド

お よびアシ カから ん 琵肘ilex， セイウチお よび ワモソ

アザラシから ノ1了 四U 凧　ト ドから λ．加 面
，
治加 が

報告さ れてい るとは 言え ，　A．　si　mil　isが その主 要な寄

生種 であ ると判断することができる．

以 上のことからすれば，鯨類と艢脚類と の間には ，そ

の寄生種において明らかな相違があ り，こ うし た寄生 種

の相違は，これら終宿主 の系統発生上におけ る進化の差

（29 ）
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異 ， 食 性 の相 違 な どが そ の原 因 と し て推 定 さ れ う る ．

以 上 の各 種 海 産 哺 乳 動 物 の うち ，南 太 平 洋 なら び に 南

極 圏 海 域 に 棲 息 す る動 物 に つ い ては ，赤 道 を 越 え て 北 上

し ， 吾 国 近 海 を 回遊 す る も のは 極 く限 ら れ た 種 類 で あ り，

ま た ， 大 西 洋 側 に 棲 息 す る も の も吾 国 の近 海 に まで 遊 泳

し て くる も のは まず な い と 考 え て よい で あ ろ う． そ うだ

と す れ ば ， 本 邦 人 に お ける Anisakis 感 染 疫 学 と の 関 連

にヽ お い て は 日 本 沿 岸 水 域 を 含 め た 北 太 平 洋 海 域 に 棲 息 す

る もの を 重 視 す れ ば足 り る こ とに な る ．け だ し ， か か る

海 域 の 哺 乳類 は ， それ Anisakis の 終 宿主 と し て ， 本

邦 人 の 食 習 慣 と 密 接 な 関 係を 持 つ 日 本 沿岸 水域 に おけ る

魚 類 と と もに 同虫 の生 活 環 を 同 海 域に おい て完 成 させ る

役 割を 果 すか ら であ る ．

そ こ で ，我 国 沿岸 なら び に 北 太 平 洋 海 域 に 瑩 息 す る こ

れ ら海 産 哺 乳 類 の うち ， 皚 息 密 度 の高 い も のを 第6 表 か

ら も とめ てみ る と， ス ジイ ル カ と マ ッ コ ウ ク ジ ラが ク ロ

ー ズ ア ッ プさ れ て くる ．

し か し な が ら ， 現 今 ま で マ ッ コ ウ クジ ラか ら 報 告 さ

れ て いる Anisakis 属 線虫 類 は ， そ の ほ と ん ど が 儿

♪hyseteris で あ り（Baylis，　1923，　1929　；　Johnston　 ＆Mawson，

1945　；　Rees，　1953　；　Margolis　＆　Pike，　1955　；Scheffer，　1939

；　Yamaguti，　1942，　1958）， 著 者 ら の今

回 の 調 査 で もわ ず か2 例 で は あ る が ， 成 虫 とし て は溂

physeteris そ の主 要 な寄 生 種 で あ
っ た ．

この Aophyseterisは 形 態 学 的 に ， 特 に そ の 胃部 の

形 態 が 明 らかに A れisakis 亜 属 に 属 す るy1 ．琵田がa やy1

．りび）俵z と は 異 り，　Skrjabin 　et　al．　（1951） の， い わ

ゆる Skrjabinisc 以心 亞 属 に 属 す る ．この A．　physeteris

幼 虫 形 態 に 関 す る 報 告 は な い が，　Berland　（1961） のH

型 幼 虫 は ， こ の亜 属 に 属 し ， こ のH 型 幼 虫が A．　physe－terisな

どの Skrjabinisakis 亜 属 の線 虫 類 に 移 行 す る

もの と 推 定 さ れ る ．と こ ろ が ， こ の 第H 型 の 幼 虫 の 魚 類

に おけ る 寄 生 は ， わ れ わ れ の 調 査 し た 日 本近 海 産 魚類 に

関 す る 限 り魚 種 ， 寄生 種 と もに 極 め て少 な く ， わず かに

ア カ マ ソ ボ ウ類 （，Lamp 治 即 佰 縊sお よび L．　regius）

と カ ツ オ の類 （Sarda り八entalis），お よび 最 近 相 模 湾 産

の ク ロ シ ビ カ マ ス（ Promethichthys　prometheus ）か ら

報 告 があ る の み で （小 林 ら，　1966　；　大 島 ， 未 発 表 ）， マ

一 一

ツコウクジラの食性が主 としてこ れら の底棲性 の大型魚

類を好むことと関連して 興味があ る（註2）． さ らに ， 多

く の魚類にみられ るj がg 衍s 属線虫 の幼虫は，普通第1

型に属す るものであ り，かつ現在 までに報告され てい

る人体症例から の摘出幼虫体はすべて第1 型に属す る種

類であ るので，第H 型， す なわち Skrjabinisakis 亜属

の幼虫が，人 体Anisakis 症の起病体となることの可能

性は小さく，したがって，マッ コウ クジラはイルカ類に

較べ てそ の実 際的 意義はいちじるしく小さいと考 えられ

る．

第1 型幼虫に関 する詳 細な形態学的 検索 と成虫 との連

がりについ ては，現在検討中 であ るが，先に述 べたよ う

に 従来 の終宿主 からの Anisakis 亜属に 属す る線虫 の調

査報告 の多 くは，A ．　simple．χおよび 儿X か 俵z であ り，

今回 の調査結果で もそ の2 種類の寄生が多 くみられたこ

と等から考えて，本邦人におけ るAnisakis 症 の起病体

としては A．　simplexもしくは A。り 垣caか そ の主た る

種となっているのではなかろ うかと思われる．

さらに， このよう t£　A．　simplexや ん ひφ俵z は，

今 回の調査でもイルカ類 ，特に スジイルカに非常に高率

に 寄生しており，また，前述のよ うにそれらのスジイル

カは北 太平 洋海域 において最 も多 く棲息し，日本近 海で

も北 は三陸 方面 から南は九州南 端近 くまで を槌息域とし

て おり，9 月か ら12月に かけて南下 するイ カ類を追 って

南に くだ り，再び5 月から7 月に北上 する習性を もって

廴ヽるとい う（西脇，　1965）．こ のことから， 我国近海に

おいてAnisakis 症の原因種と 考えられる A．　simplex

もしくは 凡Z か 奴7 の虫卵を 海水 中に 散布して卜 るも

のとして，スジイルカが最 も重要な終宿主である うと考

えられる．

要　　 約

1965年，　1966年 の両年 度に わたり，日本近海産 の各種

海 産哺乳動 物，5 科7 属7 種（スジイルカ411 頭 ，ネズ

ミイルカ28 頭 ，イシイルカ132 頭， シワハイルカ1 頭 ，

シオゴソドウ1 頭， マッコウクジラ2 頭， オットセイ1

頭）について，　Anisakis属線虫 の 寄生状況と虫 体の形

態学的検索を試み，そ の結果に もとず き，人 のAnisakis

（註 1　）　A．　catod回心 ，　A．　insignis，　A．　tursionisもわずかながら報告されてい るが， これらの3 種は独立種と

し て認めるには若干の問題があ ると考えられる．この点につい ては別の機会に 触れたい．

（ 註2 ） スジイルカに もU 型 幼虫 の存在が認めら れるが， これは クロシビカマスを好んで捕食することによるもの

と推測される．ところが，n 型，あるい はS ゐりabinisakis 亜属の Anisakis はマ ツ＝＝lウ クジラ以外には親

和性 が低く， スジイルカでは成虫に は成 り得ない 思われる，

（30 ）



症 の原因虫種について考察した．結果を要約すれば以下

の如くであ る．

1．　イル カ類におけ るAnisakis 類 の感染率は スジイ

ル カで は61．8％ と最 も高率で， ネズミイ ルカでは32．1

％，イ シイ ルカでは8 ．7％ であ った ，スジイルカに おける

Anisakis の寄生 個体数は， 両調査年 度ともそのほと

んど（92％，　100％）が9 隻以下の寄生で あ り， それら

の多くは（74％，　96％），体長50　mm 以下 の幼虫ない

し未成熟虫であった．　100隻以上 の濃厚寄生は180 頭中

わずかに3 頭（1，7％）にみられた ． かか る 濃厚寄生例

においては，胃壁は肥厚し，そ の中心部に潰瘍 の形成を

認めた ．同様 の病変はイ シイル カ， ネズミイ ルカ各1 頭

におけ る濃厚感染例におい ても認 められた ．

2．　上記 の海産哺 乳動物に つい て えられた Anisakis

属の成虫 は， 形態学的に A．　simplex，　A．　ILか ica，　A．physeteris

と同定 された． これら のうち，　A．　simplex

は，イルカ類 のすべてにそ の寄生 が み ら れ た が，A

typica はスジイルカと イシイルカに のみ そ の寄生が認

められた．また，y1 ．jり勿seterisは，マ ッコウクジラか

ら のみ認められた．　A．　simμaと A．　typicaはと もに

長胃型の Anisakis 亜 属に 属するのに対 して，　A．　phy－seteris

は短 胃型の Skrjabinisc・如’s亜属に属す るので，

人 体症例に みら れる 幼虫が 長胃型（おそらく Anisakis

亜 属） であ ることと関 連 して ，　A．　physeterisが人のAnisakis

症 の原因種と なる可能性は極 めて小さい ．

3．　以上 の調 査結果並びに現今 まで の哺 乳類におけ るAnisakis

類の報告結果と， そ れぞ れの哺乳類 の推定棲

息 数， 棲息場所等を勘案 して 本邦人におけ るAnisakis

症の原因となる主 要な種類が ん　simplex もし くは 左yL

か陋x の幼虫であろ うと推定され， そ の終 宿主 と し て

は，スジイルカが大きな役割をなしている ものと考えら

れた．

研究材料を種々お分けいた5に だヽ鯨類研究所長 大村秀

雄博士，東海区 水産研究所阿部宗 明博士，イルカ類 の採取

に 便宜を 与え てい ただい た静岡県 富［日漁業 組合長稲葉克

平氏 並びに同 川奈漁業 組合の今井 寛氏に 感謝いたします．

尚， 本研究の要旨は， 第35 回 日本寄生虫学 会 総 会（1966），

および第26回寄生虫学会東日本支部大会（1966）

にい おてその一部を報告した．
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SURVEY　OF　ANISAKIS SPP ．（ANISAKINAE ，NEMATODA ）ONMARINE　MAMMALS　IN

THE　COAST　OF　JAPAN

Noboru　KAGEI

（．Depar加tent　of　Parasitology，　Inst治庇 が 戸功阮丿Health， 乃りa ，μ かzg）

Tomoo　OS ⅢMA

（Depat・tment がj？’arasitt加＜gy，　School　of≒Medicine，　S力inshyu びniversity，　Nagano．　Jaかz夕z）Akio

KOBAYASHI，　Mitsuyos ⅢKUMADA，　Tsutomu　KOYAMA，　Yoshitaka　KOMIYA，

｛Department が ？・irasitc加＞gy，　National　Institute　of　H ・zalth，　Tokyo，　Japan）

AND

Akira　TAKEMURA

（j陥culty　of　Fisheries，　Nagasakiびniversiり，　Nagasaki，μX・u ）

In　view　of　an　increasing　possibility　of　Anisakis　spp．　larvae　as　a　causative　agent　ofa　number　of　reported　human　cases　of　eosinophilic　granuloma　in　the　digestive　tract，　a　sur

・vey，　was

conducted　on　some　marine　mammals　for　the　presence　of　adult　forms　of　the　para－

site．

The　marine　mammals　examined　were　l　rough　porpoise　（Steno　breda？tensis），　411　bluewhite　dolphins　（Stenella　caeruleo－alba），

　132　Dall’s　porpoise　（Phoca回砿 des　dalli），　28　com－mon　porpoise　

（？加印回α夕hocaena），　1　black　fish　（GI必 icephale　scammoni），　2　sperm　whale

（？／りwya・ catodon ）　and　l　fur　seal　（Calloか衍ns　ursinus）・

These　animals　were　mostly　captured　in　the　coast　of　Japan　during　1965－1966．

The　results　were　as　follows　：

1）　Incidence　of　Anisakis　infection　was　61．8％　（254／411）　in　blue　white　dolphin，　while32．1％　（9／28）　in　common　porpoise　and　8．75　

（n ／132）in　Dall’s　porpoise．　The　parasiteswere　found　exclusively　in　the　first　stomach　of　these　dolphins．　The　great　majority　of　theinfected　animals

were　found　to　harbor　less　than　10　worms．　Heavy　infection　with　more

than　100　worms　with　big　crater－like　ulcers　were　noticed　in　3　blue　white　dolphins，　I　Dall’a

porpoise　and　l　common　porpoise・

2）　Adult　parasites　collected　from　these　animals　were　identified　as　j．　simplex，　A。typica

　and　A．　physeteris．　A．　simplex　was　found　from　all　the　species　of　animals　e χamined，and　y1

．　印がca 　was　found　from　blue　white　dolphin　and　Dall’s　porpoise．　A．　piりseteris 　was．found

only　from　sperm　whales．

Considering　from　the　population　density　of　these　marine　mammals，　dolphins　were・considered

to　be　the　most　important　final　host　of　Anisakis，　A．　si。μa　and　／　or　え 勿がa‘being

the　principal　species．

（33 ）
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